
24Aa09 
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 乱対流と流れ及び界面の相互作用現象は、大気や海洋水の循環から太陽対流層、

磁場閉じ込めプラズマに至るまで、自然界の様々な領域で観測される。そのよう

な相互作用の巨視的・微視的な性質や、乱対流による輸送の過程を理解すること

は多くの研究分野において重要な研究課題である。 

我々は乱対流の性質を可視化・解析するために、液晶セルを用いて実験を行っ

た。本研究に用いた液晶セルでは、交流電圧を印加することで液晶中に乱対流を

駆動することができ、その駆動力は電圧を変化させることで自在に制御できる

[1]。液晶に添加したトレーサ粒子により、乱流中の局所的な速度場を可視化で

きることも本研究の特徴である。我々は、ポンプで吸引することで液晶乱流中に

平均的なシア流を生成し、シア流と乱流の相互作用の結果、乱流構造やその性質

にどのような変化が生ずるか調査した。実験

の結果、対流の駆動力が小さい段階では対流

ロール構造が流れに垂直な方向に揃うこと

が明らかとなり、そのような状況下では、流

れ方向速度の確率密度関数（PDF）も

Maxwell 分布から外れた特徴的な分布を示す

ことがある（図１）。本発表では、図１のよう

な特徴的な PDF と、対流ロールが形作る速度場

の構造との関係を考察する。 
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図１：乱流中に流れ（x 方向）に

垂直な対流セルが生じた状態の

ｘ方向速度の確率密度関数 


